
News 

食品フォーラム ｉｎ 京都 
 

１０月２日（火）、新・都ホテル（京

都）にて「第１７回年次講演会～

温故知新 食の品格を考える～」

が開催された。食品・栄養化学研

究室から金沢教授、橋本助教とＭ

１学生、糖鎖機能化学研究室から

は水野教授とＭ１学生が参加し、

参加者を前にポスターで研究紹

介を行った。 

食品・栄養化学研究室のブース

では、「植物性食品に含まれる非

栄養性機能成分の発掘戦略」に

ついて解説し、ブースに立ち寄っ

てくれた方にケルセチンが含まれ

ている「タマネギ石鹸」のプレゼン

トを行った。 

 
講演会場前にブースを設置する上

田(Ｍ１)。机にはプレゼント用のタマ

ネギ石鹸の山が…。 

 

 
懇親会にて、ポスターを背に記念

撮影。美女に囲まれ笑顔の金沢先

生と左から崔、田中、谷(ともにＭ１)。 

博士後期課程 

研究経過発表会 
 

１０月１１日（木）、大井、後藤(とも

にＤ３)の研究経過発表会が行わ

れた。場所は、なんと２５２人を収

容できる農学部棟Ｃ１０１。 

その時の感想を大井がコメント。 

 

会場からして「なんでやねん！」と

つっこみの入った研究経過発表

会。冗談半分で出た「Ｃ１０１でや

ってみたら？」の言葉になぜかテ

ンションが上がり、周囲の苦笑い

をよそに決行。 

その結果・・・。終了直後は後藤さ

んと二人で床に崩れ落ちてスー

ツを埃だらけにし、１００年記念館

横の通称“たそがれスペース”

（？）に逃げ込み海を見つめ、さら

には学内を意味無く放浪・・・。し

かし、打ち上げで某先生の「終わ

ったものは仕方ない！経過発表

で最低レベルなら最終審査では

これ以上悪くなることはない！あ

れ が 大 井 だ 、 開 き 直 っ て し ま

え！！」との言葉にやっとの思い

で立ち直る。いったんアルコール

が入ると寝不足も手伝ってテンシ

ョンは上がり、３次会と称して水野

教授、橋本助教、後藤さん、Ｍ１

の谷さんとともに夜中の海へとタ

クシーを飛ばす。自転車で爆走し

て青春気分を満喫した後ふと我

に返る。 

「あたし達どうやって帰んの！？」 

     ・・・すでに深夜２時。 

色んな意味で大変な一日でした。 

 

金沢先生、副査の芦田先生、水

野先生、前日に差し入れ付きで

激励をしてくださった橋本さん、会

場に来てくださった方々、そして

発表が終わったらたこ焼きが食べ

たい！という我儘を聞き入れてく

れた後輩たち、本当にありがとう

ございました。 

Ｄ３ 大井直美 

 

学生実験スタート 
 

１０月３０日から学部２回生の生物

機能化学実験Ⅰがスタート。Ｍ１

とＢ４の計１１名も自分達の勉強を

兼ねて参加した。 

 
Ａｍｅｓ試験の手本を見せる迫田、

的場、東(Ｂ４)と、それを遠くから見

つめる田港(Ｂ４)。 

 

新メンバー加入 
 

１０月から２人の中国人留学生が

研究生としてメンバーに加わった。

羅傑(らけつ)は修士の試験に、任

人棟(にんにんとう)は博士の試験

に向けて、まずは日本語をトレー

ニング中。羅はいつもハイテンシ

ョン。周囲からは笑いが絶えない。

任はパソコンが得意で研究室で

のパソコントラブルを楽々解決し、

すでにパソコン係に任命された。 

 

It has been past two months 

from the time I enter this lab in 

this year October, many things 

impress me very much. Shortly, 

they includes following items: 

Members in lab all very friendly 

and give me lots of help and en-

courage, I thank them so much 

from the bottom of my heart. 

Everyone in lab do very hard on 

experiments. These attitudes on 

researching influence me deeply. 

               任人棟 

 

When I am first coming here, I 

feel it such as a dream. In this 

room, I had many new friends, 

leaned new knowledge and did 
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many things. I am very glad to 

come here and to study with 

everyone.          

羅傑 

 

 
研究室で笑顔の羅(左)と任(右)。 

 

来月の食品 Ｎｅｗｓ 

来月は、ＩＣｏＦＦ＆ＩＣＰＨ、ソフトボ

ール大会の様子をお伝えします。

お楽しみに！ 

 

Ｅｖｅｎｔｓ 

１２月１１日（火）塩谷文章博士（０

１年度博士）を講師に招き、講演

会が開催される。演題は「Sensing 

of DNA damage by the master 

checkpoint kinase ATM」、１６時

から農学部棟Ｂ４０１号室で行な

われる。 

講演会終了後、１７時半より「道」

にて懇親会の予定。 

 

参加していただけるＯＢ・ＯＧの先

輩方はshoku@kobe-u.ac.jpまでご

連絡下さい。 

直前の場合は研究室（078-803-

5877 ） ま た は 大 井 （ 090-7112-

5515）までご連絡ください。 

 

編集後記 

今月号より、大井先輩、後藤先輩

から食品ニュースを引き継ぐこと

になりました吉村、前田(ともにＭ

１)です。まだまだ若輩ですが、少

しでも現場の熱が先輩方に伝えら

れるような記事が書ければと思い

ます。今後ともご愛読よろしくお願

いします。 

吉村和人、前田太史（Ｍ１） 


